海 断： ir 



梶井 基次郎 



払う えびす 三郎 に似てい る。 そういう 俗悪な 精神に な 

るの は 止し 給え。 

僕の 思って いる 海 はそんな 海 じ やな いんだ。 そんな 

既に 結核に 冒されて しまった ような 風景で もなければ、 

思い あがった 詩人め かした 海で もない。 おそらく これ 

は 近年 僕の 最も 真面目に なった 瞬間 だ。 よく 聞いて い 

たま 

て くれ 給え。 

それ は 実に 明るい、 快活な、 生き生きした 海なん だ。 

いま 

未だ かって 疲労に も 憂愁に も 汚された ことのない 純粋 

に 明色の 海なん だ。 遊覧客 や 病人の 眼に 触れ 過ぎて 

甘ったるい ポ —， ^ワインの ようになつ てし まった 海で 



あつたが、 その 人 は 着物の 着つ ぶした の や？ I ぎれ を 

持って 帰る の だ。 そのかわり そんな きれ を 鼻緒に 巻い 

た 藁 草履 やわ かめな ど を 置いて 行って くれる。 ぐみ や 

やま ももの 枝な り を もらった こと もあった。 しかし そ 

の 女の人 はなに よりも 色 濃い 島の 雰囲気 を 持って来た。 

僕たち はいつ も 強い 好奇心で、 その 人の 謙遜な 身なり 

を 嗅ぎ、 その 人の 謙遜な 話に 聞き惚れた。 しかし そん 

なに 思つ ていても 僕達 は 一 度 も 島へ 行った ことが な 

かった。 ある 年の 夏 その 島の 一 つに 赤痢が 流行った こ 

とがあった。 近くの 島だった ので 病人 を 入れる バラ ッ 

クの 建つ のが こちらから よく 見えた。 いつもな にか を 
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